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協
議
委
員
会
は
今 

７
月
・
８
月
の
定
例
協
議
委
員

会
で
の
報
告
や
検
討
し
た
内
容

を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

敬
老
の
日
の
催
事 

② 

自
治
会
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

③ 

道
普
請
・
雲
津
川
清
掃 

④ 

公
民
館
下
水
道
接
続
工
事 

⑤ 

町
内
会
費
（
世
帯
の
定
義
） 

⑥ 

公
民
館
の
消
防
計
画
と
防
火
管

理
者
選
任 

⑦ 

七
夕
通
街
路
灯
の
消
灯
時
間 

等 

当
面
の
予
定 

９
月
２
３
日 

道
普
請(

少
雨
決
行) 

９
月
２
８
日 

敬
老
会 

１
０
月
１
１
・
１
２
日 

秋
祭
り 

１
１
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

１
２
月 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役

員
会
議 

事
業
報
告 

◆
７
月
５
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 
７
～
９
月
の
行
事
・
事
業
確
認 

② 
辻
川
界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ

の
詳
細
説
明 

③ 

自
治
会
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
参
加
選
手
推
薦
依
頼 

④ 

今
年
度
敬
老
会
は
西
脇
健
康

ラ
ン
ド
で 

⑤ 

９
隣
保
に
防
犯
灯
２
基
設
置 

⑥ 

２
０
・
２
１
隣
保
の
ご
み
収
集

を
７
月
か
ら
福
崎
町
が
実
施

（
管
理
は
辻
川
区
、
清
掃
はｷ

ｬ

ｽ
ﾙ
ｺー

ﾎ゚

の
管
理
人
で
） 

⑦ 

恵
美
須
神
社
の
賽
銭
箱
と
山

口
堂
の
扉
が
壊
さ
れ
た
件
等 

◆
７
月
１
３
日
（
日
） 

福
崎
町
子
ど
も
会 

球
技
大
会 

田
原
地
区
大
会
で
見
事
、
準
優 

勝
に
輝
い
た
辻
川
チ
ー
ム
（
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
）
で
し
た
が
、
一
回
戦

で
西
治
・
西
谷
合
同
チ
ー
ム
に
４

―
５
で
逆
転
負
け
。
悔
し
涙
に
元

気
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
感
謝
を
み

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。 

◆
７
月
２
５
日
（
金
） 

自
治
会
人
権
・
青
少
年
健
全
育

成
研
修
会
（
町
教
育
委
員
会
） 

 

例
年
、
冬
に
行
っ
て
い
た
研
修

会
を
、
親
子
が
参
加
で
き
る
夏
休

み
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
６
０
名

の
出
席
（
内
、
中
学
生
以
下
２
１
名
）

が
あ
り
ま
し
た
。
人
権
啓
発
映
画

「
こ
こ
ろ
に
咲
く
花
」
は
、
い
じ

め
に
対
し
て
勇
気
を
出
し
て
声

を
発
す
る
大
切
さ
、
一
歩
踏
み
出

す
勇
気
を
訴
え
る
作
品
で
し
た
。 

     

◆
７
月
２
７
日
～
８
月
３
日 

辻
川
界
隈
展 

◆
８
月
２
日(

土) 

民
俗
学
の
夕
べ 

 
今
回
初
め
て 

大
庄
屋
三
木
家 

住
宅
で
、
川
柳
ふ
と
こ
ろ
句
会
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
作
品
展
と
句

会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん

の
方
に
見
学
し
て
い
た
だ
き
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
民

俗
学
の
夕
べ
に
も
境
内
が
満
員

に
な
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
行
っ
て
み
た

く
な
る
新
聞
折
込
や
町
内
各
所

に
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
制
作
か

ら
、
区
民
全
員
参
加
の
七
夕
飾
り

や
各
種
団
体
の
夜
店
出
店
等
ま

で
、
皆
様
の 

協
力
の
お
か 

げ
で
す
。
特 

に
、
準
備
や 

撤
去
作
業
に 

関
わ
っ
て
い 

た
だ
い
た
方 

々
に
感
謝
申 

し
上
げ
ま
す
。 

（
上
延
教
泰
） 

◆
８
月
３
日(

日)

ク
リ
ー
ン
作
戦 

◆
８
月
１
６･

１
８
日
自
治
会
対
抗 

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 

一
回
戦 

○ 6

―3
 

南
大
貫 

二
回
戦 

● 4

―7
 

井
ノ
口 

 

各
隣
保
か
ら
の
推
薦
も
得
て
、

集
ま
っ
た
勇
士
２
３
名
の
辻
川

チ
ー
ム
が
岡
野
監
督
・
鈴
木
主
将

の
も
と
、
３
０
名
近
い
応
援
団
の

熱
い
声
援
（
特
に
元
気
な
小
学

生
）
も
後
押
し
し
、
二
回
戦
へ
。 
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界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ
か
ら 

秋
祭
り
へ 

 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

今
年
の
夏
も
大
変
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

皆
様
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

そ
ん
な
暑
い
中
、
今
年
も
多
く
の
人
た
ち
の

協
力
で
界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ
が
開
催
で
き

ま
し
た
。
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
辻
川
ら
し
さ
」
を
一
番
表
現
で
き
る
行
事
と

い
え
ま
す
。
今
後
も
皆
様
と
一
緒
に
続
け
て
行

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
夏
が
過
ぎ
て
秋
祭
り
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
の
祭
り
で
は
、
秋
祭
り
の

持
つ
意
義
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
辻
川
区
の
住

民
の
心
が
一
つ
に
な
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。
是
非
、
た
の
し
い
祭
り
が

で
き
ま
す
よ
う
、
期
待
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

8/2 辻川鬼太鼓・餅
もち

まき 浪花の猿回し｢らん太と花子｣

7/27 岩田さん版画展 



秋
祭
り
近
づ
く 

 
 

                        

☆
か
け
る
思
い
（
青
年
団
） 

 

今
年
、
秋
祭
り
の
服
装
で
ま
わ

し
が
認
め
ら
れ
、
青
年
団
一
同 

俄
然
や
る
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

飾
り
付
け
に
関
し
て
は
、
昨
年

の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
慎

重
に
取
り
付
け
ま
す
。
ま
た
、
屋

台
の
安
全
運
行
を
考
え
、
ゴ
マ
を 

                          

新
調
す
る
予
定
で
す
。
青
年
団
も

年
々
若
い
団
員
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
自
ら
が
楽
し
む
だ
け
で

な
く
、
区
民
の
皆
様
と
一
緒
に
祭

り
を
盛
り
上
げ
、
と
も
に
楽
し
め

る
祭
り
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
（
堀
伸
一
郎
） 

☆
宮
入
順
と
宮
中
で
の
位
置 

                   

☆
秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

 

乗
り
子
練
習
開
始 

９
月
１
３
日 

 
屋
台
倉
で
の
練
習 

未
定 

 

肩
合
わ
せ 

 
 

 

未
定 

 

大
鳴
ら
し 

 
 

 

１
０
月
９
日 

☆
青
年
団
Ｏ
Ｂ
会
の
い
き
ご
み 

 

私
た
ち
は
青
年
団
Ｏ
Ｂ
の
中

で
有
志
を
募
り
、
主
に
祭
り
の
練

習
・
準
備
等
で
青
年
団
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
、
祭
り
を
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

陰
な
が
ら
で
す
が
、
今
年
の
祭
り

が
良
い
祭
り
に
な
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
（
山
口
章
範
） 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

昭
和
初
期
の
辻
川
界
隈 

第
３
回 

 

『
村
の
真
中
を
井
の
口
か
ら
流
れ
て

く
る
堰
溝
（
ゆ
み
ぞ
）
が
あ
り
、
夏
は

水
量
が
豊
か
で
、
南
の
川
下
の
松
岡

区
長
さ
ん
の
横
の
洗
い
場
で
は
野
菜

を
荒
い
、
す
す
ぎ
洗
濯
や
、
子
供
達

が
水
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。
川
上

の
屋
台
庫
の
側
の
お
地
蔵
さ
ん
の
お

盆
に
は

＊
１

御
詠
歌
を
小
母
さ
ん
達

が
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
川
下
の
お
稲

荷
さ
ん
（
高
藤
稲
荷
）
で
は
初
午
に

そ
れ
ぞ
れ
、
小
豆
の
御
飯
の
大
き
な

お
む
す
び
と
た
く
あ
ん
を
貰
っ
て
食

べ
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
又
、
近
所
に
は
芸
者

さ
ん
の
検
番
が
二
軒
あ
り
、
昼
間
は

三
味
線
、
踊
り
や
唄
の
稽
古
、
夕
方

か
ら
夜
に
か
け
て
粋
な
島
田
の
姿
で

＊
２

箱
屋
の
男
の
人
を
お
供
に
、
ま
す

や
、
松
井
屋
の
料
亭
へ
行
っ
て
い
ま

し
た
。
郡
役
所
が
あ
り
宴
会
も
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

家
の
裏
の
振
武
館
で
は
、

＊
３

招
魂

祭
に
は
在
郷
軍
人
が
軍
服
を
着
て
集

ま
り
、
講
演
会
、
映
画
、
剣
道
大
会

と
い
ろ
い
ろ
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

振
武
館
の
空
き
地
で
は
芸
者
さ
ん
達

の
日
頃
の
稽
古
の
発
表
会
が
あ
り
ま

し
た
。
笛
、
太
鼓
、
鼓(

つ
づ
み)

、
三

味
線
で
、
舞
踊
や
唄
が
あ
り
、
芝
居

も
あ
り
ま
し
た
。
大
名
行
列
の
奴
さ

ん
の
踊
り
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
楽
し
く

見
ま
し
た
。
芝
居
は
「
加
賀
見
山
」

で
奥
女
中
の
「
岩
藤
」
が
豪
華
な
打

掛
姿
で
登
場
し
、「
尾
上
」
を
い
じ
め

る
憎
々
し
げ
な
口
上
を
云
い
、
驚
い

て
見
ま
し
た
。

後
は
忠
義
な
女
中

の
「
お
初
」
が
仇
を
討
っ
た
話
で
、

「
女
忠
臣
蔵
」
と
も
云
う
そ
う
で
す
。 

 

氏
神
様
の
鈴
の
森
神
社
は
子
供
の

遊
び
場
で
よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
山
桃
の
木
が
あ
り
、
熟
し
た

実
は
拾
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
男
の
子

が
木
に
登
り
、
枝
が
折
れ
怪
我
を
し

た
事
が
あ
り
ま
す
。
枝
が
さ
く
く
折

れ
や
す
そ
う
で
し
た
。 

四
月
三
日
の
花
見
に
は
村
中
、
辻

川
山
に
登
り
お
弁
当
を
食
べ
ま
す
。

頂
上
か
ら
の
眺
め
は
小
学
校
は
真
下

に
、
そ
し
て
広
々
と
し
た
田
畑
の
周

り
を
囲
む
よ
う
に
部
落
が
あ
り
、
田

原
の
名
の
通
り
、
い
い
所
だ
と
思
い

ま
し
た
。
』 

・・・続
く
・・・ 

（
紙
面
の
都
合
で
原
文
を
一
部
割
愛
、
変

更
し
ま
し
た
。
） 

＊
１ 

仏
教
音
楽
の
一
種
。
一
般
信
徒
が
寺

院
・
霊
場
巡
礼
の
際
に
唱
え
る
歌
。 

＊
２ 

御
座
敷
に
出
る
芸
妓
に
従
っ
て
、
箱

に
入
れ
た
三
味
線
を
持
っ
て
行
く
男
。 

＊
３ 

死
者
の
霊
を
祀
る
儀
式
。
靖
国
神
社

で
行
わ
れ
る
春
の
例
大
祭
。 

 

編
集
子
の
つ
ぶ
や
き 

 

昨
年
の
秋
祭
り
の
反
省
は
酒
量
。

一
昨
年
の
屋
台
大
集
合
で
見
せ
た
辻

川
の
見
事
な
練
り
は「
禁
酒
」か
ら
。

そ
の
一
盃
が
・
・
（
老
爺
心
な
が
ら
） 

               東通路

               の西側

《西側》               《東側》 
             １．田尻 
            ２．大門 
４．辻川        ３．井ノ口

６．中島        ５．西光寺

８．加治谷       ７．北野 
１０．八反田       ９．吉田 
１２．西野       １１．長目 
            １３．亀坪 

拝 殿 

舞 台 

 

脇
わき

梵天
ぼんてん

 

金綱
きんづな

(伊達
だ て

綱
づな

) 

房
ふさ

 

繁
しげ

垂木
た る き

(千本
せんぼん

垂木
た る き

)

斗
ます

(枡)組
ぐみ

 

脇
わき

棒
ぼう

 

提 灯
ちょうちん

(伊達
だ て

提 灯
ちょうちん

)

井筒端
いづつばな

梵天
ぼんてん

泥
どろ

台
だい

本棒
ほんぼう

と 閂
かんぬき

［本棒を連結］

本棒の端が棒端(ぼうばな)

天幕
てんまく

［白紫の市松(碁盤)模様］ 

布団
ふ と ん

(三段布団)

屋根
や ね

絞
しぼ

り

狭間
さ ま

 

幕
まく

(水
みず

引幕
ひきまく

) 欄干
らんかん

(高欄
こうらん

) 

四隅の柱を男柱 

カ ン ( 木工間
もっこうかん

)

［金綱の受け］ と

水切〔水切金具〕

脇棒受 

特
集 

各
部
分
の
呼
称
（
播
州
祭
礼
研
究
室
資
料
等
参
照
）

昼
食
場
所

屋
台
保
存
委
員
会
・
青
年
団
提
供 

本
殿 蔵

社

神
幸
渡
御
（
御
輿
が
お
旅
所
へ
）
日
程 

9:30 

祭
典
齊
行
（
熊
野
神
社
） 

10:30 

神
幸
渡
御
発 

11:40 

岩
尾
神
社
発

10:50 

岩
尾
神
社
着 

12:00 

熊
野
神
社
着


